
 

 

 

 

 

日時： 2012 年 ２月１４日(火) 14：00～16：40 

会場： 小田原市生涯学習センターけやき   

 

定員： 先着 400 名 

 

入場無料 

手話通訳あり 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催： 神奈川県  

共催： 小田原市 

後援： 公益社団法人  認知症の人と家族の会 神奈川県支部 

特定非営利活動法人  神奈川県介護支援専門員協会 

ライオンズクラブ国際協会330-B 地区  

毎日新聞社横浜支局  

協賛： エーザイ株式会社  /  ファイザー株式会社 

●会場交通アクセス 

【徒歩】・ＪＲ「小田原」駅 徒歩１５分  

・小田急線「足柄」駅 徒歩１５分   

・大雄山線「井細田駅」徒歩１２分 

【バス】・ＪＲ小田原駅東口・西口より市役所久野方面行バス 

「市役所前」下車 徒歩３分 

 

（開場 13：30） 

俳 優 

※定員に達した場合、ご入場いただけません 

ので、予めご了承ください。 

 阿藤 快氏 

 

 

お問合せ先  

平成23 年度 神奈川県 認知症サポーター養成促進事業  

運営事務局：  株式会社  コモンズ21研究所   

TEL： 045（752）0211  FAX： 045（752）0242  

 認知症サポーター100万人キャラバン 

第２部  【 基調講演 】    

 

阿藤 快 氏（ 俳優 ） 

第３部  【 座談会 】 

 

平野 浩子 氏 （ 前田介護相談所 主任介護支援専門員  

阿藤  快 氏（ 俳優 ） 

小宮  勇 氏（ 公益社団法人 認知症の人と家族の会 神奈川県支部 ） 

髙木 雅子 氏（ 公益社団法人 認知症の人と家族の会 神奈川県支部 ） 

 

－ 休 憩 － 

第１部 【認知症について】  認知症サポーター養成講座  

 

髙木 雅子 氏（ 公益社団法人 認知症の人と家族の会 神奈川県支部 ） 

－14時 開演－ 

コーディネーター 

講師 

対談者 

対談者 

講師 

『 やさしいな～ この街は 』 
かながわあんしん生活支援フォーラム in 小田原 

(当日受付) 
ホール 

/ 神奈川県介護福祉士会 副会長  ） 

 

『 やさしいな～ この街は 』 

※会場へは公共

交通機関でお越

しください 

対談者 

○ プログラム ○ 

 

 



 

 

 

 

●基調講演講師： 阿藤 快 氏 （ 俳優 ） 

昭和２１年、神奈川県小田原市出まれ。 

東京都立大学・法学部卒業。俳優・タレント。２００１年１１月１４日に阿藤海から阿藤快に改名。 

昭和４７年東京映画「無宿人御子神の丈吉」でデビュー。映画、テレビドラマ、ＣＭ、ラジオ等で活躍。ドラマ 

出演は数知れず。平成１７年から始まった「小田原映画祭」には１回目から協力、第２回目以降は実行委員長を 

務める。著書に『阿藤快の商店街ぶらり歩き』（講談社）、『ぶらり「快」的うまい旅』（ソフトバンク新書）、他。 

 

●コーディネーター： 平野 浩子 氏 （ 前田介護相談所 主任介護支援専門員  

 

夫の転勤により会社を退職し、転勤先に実母（既に癌を発症、余命１年と宣告されていた）を引き取り、介護を 

仕事とした。２年後に小田原に帰り、経験をもとに「介護に困っている人を援助したい」と、小田原ホームヘル 

プ協会（住民参加、会員制）の設立に参加し、事務長として運営に携わる。７年後、小田原市社会福祉協議会に 

合併。基幹在宅介護支援センター担当、平成１２年から介護支援専門員となり、平成１３年から前田介護相談所 

に勤務。傍ら、元ＹМＣＡ福祉専門学校非常勤講師、小田原高等技術校講師、介護福祉士会の研修などを担当し、 

人材の育成に係る。      

 

●対談者： 小宮 勇 氏（ 公益社団法人 認知症の人と家族の会 ）  

昭和３７年保健師として横浜市に就職、以来３７年間、保健・福祉分野で地区担当をし、公衆衛生・地域保健活動 

を行う。また、管理職として施策策定などに携わる。横浜市退職後は、社会福祉法人横浜市福祉サービス協会にて、

平成１２年の介護保険発足に向け、介護保険諸事業整備に昼夜を分かたず全力投球してきた。 

平成２３年に３０周年を迎えた“認知症の人と家族の会”神奈川県支部には発足当初より入会し、認知症介護家族 

の実態に触れてきた。現在は世話人として主に「若年期認知症本人と家族のつどい」と「認知症コールセンター」 

の相談員として電話相談を担当。 

また、大和市の介護相談員※ として毎月介護保険事業所を訪問し、利用者目線で高齢者の話を伺い事業（サービス） 

の実態を見聞し、保健者（行政）と事業者に伝えている。これらの活動を通して介護保険サービスの充実と家族支 

援の充実に向け、家族の会として提言・要望をすすめている。  

 

●対談者： 髙木 雅子 氏（ 公益社団法人 認知症の人と家族の会 ） 

親４人を看取った経験を活かし、２００２年１月より小田原市介護相談員※ となり、 

現在、特別養護老人ホーム３ヶ所を訪問している。また、小田原市、南足柄市、大井 

町の「介護家族の会」に参加しているが、介護をしている家族は講演会等にも出席し 

づらいことから、自身が各種講演会や勉強会に参加し、そこで得た情報を家族に伝え 

ていく活動にも取り組んでいる。このほか、「西湘カウンセリング研究会」の会員で 

もあり、傾聴ボランティアとして施設を訪問する傍ら、「若年性認知症の人と家族の 

集い」の立ち上げ準備中である。 

 

 

※介護相談員： 神奈川県が養成し、市町村の委嘱を受け、介護サービス提供の場に赴いて、利用者 

等からの相談に応じる者。各市町村が介護施設への派遣等事業を実施している。 

かながわあんしん生活支援フォーラム in 小田原   出演者プロフィール 

 一般社団法人 神奈川県介護福祉士会 副会長 ） 

 


